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旧大宮図書館施設活用事業 

サウンディング型市場調査を実施します！ 

 

大宮駅周辺地域では「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」に基づき「公共施設再編による連

鎖型まちづくり」を推進しております。 

その一環として、武蔵一宮氷川神社の二の鳥居のすぐ横で、このエリアの知の拠点とし

ての役割を担ってきた大宮図書館は、新たにオープンした大宮区役所に移転しました。 

旧大宮図書館の建物は、建築から約５０年が経過し老朽化している状況ですが、氷川参

道の緑豊かなけやき並木に包まれた大宮を代表する象徴的な環境に立地しているととも

に、参道側に大きく開口した魅力的な外観であることや、個性的で多様性のある室を備え

た魅力的な建築物です。 

そのため、図書館としての役割を終えたからといって単に施設を解体したり処分したり

するのではなく、民間事業者に施設を再利用していただくことで、新たな魅力と価値を創

出するとともに、地域の活性化につなげていくことができると考えております。 

こうした考えから、今後は旧大宮図書館の施設再利用に向けて、広く皆様からのアイデ

アを募集するため、サウンディング型市場調査を実施いたします。 

旧大宮図書館の再利用の可能性や、実現性のあるアイデアを募ることを目的として、行

政ではなく、市民の皆様や民間事業者の柔軟なアイデアをご提案いただき、今後の施設活

用の内容に反映していきたいと考えております。 
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議題２ 



 

旧大宮図書館施設活用事業の概要とサウンディング型市場調査の実施について 

 

●事業の目的  旧大宮図書館の施設を魅力的に再利用していただける事業者を公募し、 

施設を再利用することによって新たな魅力と賑わいの創出を図ります。 

 

 ●事業の実施方針 １）貸付方法 

     公募による公有財産の貸付（定期借家契約を想定） 

   ２）貸付期間 

     市立博物館のあり方が整理されるまでの一定期間 

（さいたま市財産規則に基づき当面は 年とし、必要に応じて更新） 

   ３）事業者の選定方式 

     サウンディング型市場調査を行った後、公募型プロポーザルを実施 

   ４）施設の用途 

      

 

 ●サウンディング型市場調査について 

   実施期間 令和元年 月 月 日（木） 

   詳  細 「旧大宮図書館施設活用事業サウンディング要項」参照 

     （さいたま市ホームページからダウンロードできます。） 

 

 ●今後の予定  事業者公募受付  令和 年 月 

   優先交渉権者決定 令和 年 月 

   事業開始  令和 年 月以降 

 

 ●関連イベント （事前申込制 定員 名） 

   テーマ：氷川神社周辺エリアの静かなる魅力と旧大宮図書館の新たな可能

性についてトークセッションとともに専門家と議論します。 

    日 時：令和元年 月 日（日） ： ：  

    場 所：大宮区役所 階 氷川の杜ひろば 

    内 容：ゲストレクチャー パネルディスカッション オープンセッション 

 

   事業者向け現地説明会（事前申込不要） 

    テーマ：旧大宮図書館施設活用事業への参画を検討するための 

事業者向け説明会を開催します。 

    日 時：令和元年 月 日（水） ： ：  

    場 所：大宮区役所（概要説明） 旧大宮図書館（現地説明） 

    内 容：事業概要説明 サウンディング要項説明 施設見学 
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